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・・・地域力共創のコンセプターをめざして・・・

短

歌

平成２６年３月～平成３１年４月 令和１年５月～

掲載短歌

H31 年 2 月：新聞を配りし人の自転車の

わだち

轍 一筋初雪の朝：大滝 保選

R5 年 7 月：訪問者の期待の百花に添うがごと

綿毛飛び交うオープンガーデン（＊）：井上菅子選

H31 年 3 月：手織り機に横糸通す
ひ

杼の如く

人を繋ぎてまちづくりなる：井上菅子選

R5 年８月：漂える午睡の後の畳の香

遠くに微かに郭公の声：布宮雅昭選
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作 品 短歌 下記の写真短歌の短歌を含めて８６首 下記の写真短歌の短歌を含めて１１８首（令和８年４月まで）

写真短歌 ３８作品（自身の作品：３７＋共同制作：１） ８３作品（自身の作品：５３＋共同制作：３０）

写 真 が小 さいと「綿 毛 」が飛 んでいることがわかり難 いかも

しれません。帰宅後にストロボを焚くべきだったと反省するも

後の祭りでした。度々訪れる場所での幸運に感謝しました。
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